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令和７年度第１回交野市総合教育会議 結果概要 

 

日 時 令和７年１２月１８日（木）１６：００～１７：００ 

場 所 本庁本館３階 第２委員会室 

出席者 山本市長 

池永教育長、長谷川教育長職務代理者、伊丹教育委員、中山教育委員、甲斐教育委員、 

般谷教育委員、秋山教育委員 

事務局 艮副市長 

大湾教育次長 

教育総務部：和久田部長、井上次長 

教育指導部：髙㟢部長 

教育総務企画課：坂元課長 

地域振興部：西岡部長、山埜次長 

    企画財政部：苗村部長、松浦次長 

（秘書政策課）奥田課長、木南課長代理 

傍聴者 ０名 

案 件 １．地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条に基づく令和８年度予算に係る意見

交換について 

    ２．生涯学習分野の重点取組について 

３．その他 

資 料 １．令和 8年度 教育委員会予算要求資料（主要事業） 

    ２．業務量管理・健康確保措置実施計画 

 

【開会】 

○山本市長 

皆さま、こんにちは。本日は令和７年度第１回交野市総合教育会議を招集しましたところ、皆様に

おかれましてはご多用のところにもかかわらず、ご参集賜りましたこと深く感謝申し上げます。 

本日の総合教育会議は、令和８年度の当初予算について、おおよその方向性がお示しできるよう

になりましたので、ご説明させていただくものです。 

また、令和７年度から生涯学習分野が市長部局に移動し、地域振興部になりましたので、皆様には

次年度どのような内容に取り組んでいくのかご報告いたします。 

それでは、ただいまより交野市総合教育会議を開催します。 

なお、本日、傍聴希望は出ておりませんので、本日の会議資料につきまして、事務局より説明しま

す。 
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○事務局 

配布資料の確認 

 

【案件協議】 

案件１ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条に基づく令和８年度予算に係る 

意見交換について 

 

○山本市長 

 それでは、本日の案件１「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29条に基づく令和８年度

予算に係る意見交換について」を議題といたします。 

 

教育に関する予算につきましては、同法律において、「地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち

教育に関する事務に係る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事

件の議案を作成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。」とされていま

す。 

これに基づき、本日の総合教育会議において、令和８年度当初予算案に関して教育委員の皆様か

らのご意見を頂戴したいと考えております。 

 

なお、会議の時間に限りがあり、ここで詳細に予算内容をご説明するのは時間的にも困難ですの

で、本会議では、教育委員会として来年度の重点施策と考えているもの、力を入れていきたいと考え

ているものを中心に、まず所管からその概要について説明した後、委員皆様のご意見を頂戴したい

と思います。 

 

それでは、資料に沿って教育委員会事務局から説明をお願いします。 

 

○教育総務部 

「資料１ 令和 8年度 教育委員会予算要求資料（主要事業）」に基づき、教育総務部長から説明 

 

○山本市長 

 教育総務部について補足すると、まなび支援課の 1 番目のタブレット更新については、業者が変

わることにより、市の負担は年間 4,000 万円以上減る見込みです。また、現在の 3 年保証から 5 年

保証に延長しています。 
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事業の 2番目について、注釈で「水道、ガス等と接続されていないもの」とありますが、接続され

ているものとしては、家庭科室と理科室があります。家庭科室については、現在スキームを検討中で

すが、校舎を避難所として使用する際の炊き出しに必要な設備であることから、緊急防災減債事業

債で７割の補助を受けて整備することを考えています。理科室については方法を検討中です。 

 まなび舎整備課の 11番目については、普通教室のエアコンもリースの更新をしなければならない

ので、一旦、支援業務を委託して令和 9 年度にデザインビルドで発注できないかと考えているとこ

ろです。 

 それでは、続いて教育指導部から説明をお願いします。 

 

○教育指導部 

「資料１ 令和 8年度 教育委員会予算要求資料（主要事業）」に基づき、教育指導部長から説明 

 

○山本市長 

 給食費については、本市は国に先行して 1月から小中学校全学年で無償化を実施します。来年度、

小学校が国費により無償化されると報道されていますが、月額 5,200 円で試算したところ、市の負

担は 1,000 万円ほどとなる見込みです。今後の方向性として、3～5 歳児の給食費無償化も検討して

いますが、私立の園が多く料金もそれぞれで異なるので、健やか部とも協議しながら、令和 8 年度

中にしっかり調査してから検討していきたいと考えています。また、調理等の業務委託は、今回は 5

年契約としていますが、次からは 4 年サイクルに見直し、市長選挙の翌年に変わるようにしたいと

思っています。 

 

それでは、この件に関しまして、ご意見等ございましたらお願いします。 

 

○伊丹委員 

 ハード面の整備については、これまでからいろいろと配慮いただいており、ありがとうございま

す。教育においては、ハード面ももちろん大事ですが、ソフト面も大事だと考えておりますので、特

に学校教育課の 1番の教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）配置事業、3番の部活動指

導員活用事業、4 番の支援教育支援員派遣事業など、ソフト面にも予算をつけていただきたいです。

教員の働き方改革や、子どもたちが学校でそれぞれに合った教育を受けられる環境整備をお願いし

たいと思います。 

 

○山本市長 

 前提として、学校の先生や人件費は国・府が出すべきだと考えていますが、大阪府に申請してもな

かなか補助を出してくれません。特に 1 番の教員業務支援員については悩ましく、教員には指導に
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専念してほしいと思っていますが、府に要望を出しても補助が出てこないので、市全体の予算を検

討しての判断になると思います。 

 

○長谷川教育長職務代理者 

 伊丹委員のご意見の補足のような形になりますが、やはりハード面とソフト面は二本立てで考え

る必要があると思います。学校に様々な特性を持った子どもが増えてきて、教員の負担が大きくな

っているのも事実です。教員が、教員でなければできない仕事に専念できるような環境整備が重要

だと思いますので、1 番の教員業務支援員、3 番の部活動指導員、4 番の支援教育支援員には予算を

つけていただきたいと思います。 

 また、7番のいじめ対策事業について、いじめ重大事態が起こらないようにするのはもちろんです

が、突然起こってしまった場合に、予算を確保しておくことで速やかに対応が可能になると思いま

すので、ご検討いただければと思います。 

 

○山本市長 

 本市においても、中学校教員の残業時間はかなり長いという現状があります。部活動の地域移行

と言っても、地域の受け皿があまりなく、難しいところです。小学校のサポートスタッフについて

は、要検討だと考えています。なお、本市においては、来年度、低学年は全て 30人以下学級となる

ので、他市に比べれば負担が軽減されると考えております。 

 7番のいじめ対策事業についてはやり方を検討する必要があると思っており、現在、別途職員のパ

ワハラ事案の対応のために第三者委員会を設置しておりますので、教育委員会関係の案件もそこで

一緒にできないかということも考えているところです。 

 

○秋山委員 

 現場の教員はハードな仕事量を担当しています。ハード面はいろいろとご対応いただいて充実し

ていっていると思いますが、やはり人の部分が子どもたちにも直接かかわってくる部分なので、学

校教育課の 1番の教員業務支援員、4番支援教育支援員、5番の学習支援員派遣事業を充実させてい

くことで、教員は本来の教員としての役割を果たすことができ、子どもたちの学力向上にも繋がる

のではないかと思います。子どもたちへの支援という意味でも、ソフト面の予算について前向きに

考えていただきたいと思います。 

 

○山本市長 

 本市の財政については、過去からの土地開発公社の負債が非常に多く、ようやく目途がついてき

たところです。ただ、そのためにハード面の整備が後回しにされてきたことで、市役所も学校の校舎

も老朽化している状況です。少しずつ修繕に取り組んでいますが、職員のマンパワーも時間も不足
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している状況で、まだ追いついていない部分も多々あります。どうしてもハード面で費用がかかる

ため、ソフト面は他市に比べて劣ってしまうところもありますが、予算全体の中で考慮して、対応し

ていきたいと考えています。 

 

○伊丹委員 

 学校教育課の 8番生成 AI活用事業について、近年、交野市の学力テストの成績は、悪くはないけ

れど変化がないという状況です。子どもたちは交野の将来を担う存在でもあるので、学力向上に直

結するかはわかりませんが、今までと同じことを繰り返して変化がないよりも、最新の技術などに

触れ、新しい挑戦をしてみた方がいいのではないかと思います。 

 

○山本市長 

 本市では、先日、株式会社みんがくと「スクール AI」を活用した家庭学習支援に関する連携協定

を締結したところです。まずは無償で利用できる期間があるので、しっかりと検討して、一定の成果

が見込めるのであれば、費用対効果も十分に取れると考えております。併せて、学校における授業時

間の検討も必要だと考えており、夏休みや冬休みの前後も、できるだけ給食の提供期間を長くして、

授業時間を確保したいと思っています。生成 AIの活用も含めて、様々な取組みにより学力向上を目

指していきたいと考えています。 

 

○秋山委員 

 本市でも外国籍の人や言語が定着していないまま授業を受けるような子どもたちが増えてきてい

ます。学校教育課の 5 番の学習支援員派遣など、そういったところにも支援ができるような予算の

確保をお願いしたいと思います。 

 

○山本市長 

 本市における傾向としましては、全国平均や大阪府の平均に比べれば外国籍人口の割合は少ない

方ですが、それでも一定数はおられるので、しっかり対応できるよう予算を含めて検討していきた

いと考えています。 

 

○甲斐委員 

 同じく 5 番の備考欄に「大阪府新子育て支援交付金」見込とありますが、どの程度の補助が見込

まれるのでしょうか。 
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○髙㟢部長 

 この補助金について、当初は事業費の 1/2 補助と聞いていましたが、府の想定より多くの事業申

請があったそうで、今年度は 1/2 の 40％しか補助金が下りなかったところです。その現状を踏まえ

て、府でも R8年度予算要求を増額したと聞いていますが、どうなるかは不明な状況です。 

 

○甲斐委員 

 少人数学級は、交野市が長年取り組んできたものであり、サポートスタッフと両輪で進めていく

ことで、先生が子どもたちひとりひとりと向き合う時間も増えると思いますので、非常に大切な取

組みだと考えています。 

 

○山本市長 

 他市では、学校に電話機を設置せず、全て電話交換を通しているところもあると聞いています。現

在使用している市の電話線が非常に古いため、すぐに対応はできませんが、更新のタイミングに合

わせて学校を含めた市役所の電話の在り方を考えたいと思います。 

 

○般谷委員 

 府内の公立高校について、定員割れによって廃止の検討対象になると報道されていますが、交野

高校についてはどのような状況なのでしょうか。 

 

○山本市長 

 交野高校は 40 人×6 クラスの編成であり、現在のところ募集定員を減らすことはできず、3 年連

続で定員割れすると募集終了の対象となり得るので、対策を検討しているところです。正攻法では、

市と交野高校の連携協定に基づく協力ぐらいしか取れる方法がありませんが、存続のための取組み

はしっかりと続けていきたいと思います。 

 

○池永教育長 

 今年の高校の募集状況についても、そろそろ新聞等で報道が出てくる見込みです。教育委員会と

しては、交野高校の魅力を児童生徒に発信する一翼を担えればと考えており、小学生や中学生が交

野高校に訪問してコラボレートする機会を増やしていきたいと考えています。 

 

○中山委員 

 部活動指導員について、将来的な地域展開とはいつ頃になる見込みでしょうか。 
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○山本市長 

 各学校で実施している部活動すべてを地域で担えるわけではないので、地域移行も検討しつつ、

学校同士の連合部活動なども検討する必要があると思っています。ただ、あまり広域にしてしまう

と、部活動に参加しない子どもが増えたり、経済的な負担の問題等が出てきたりする可能性がある

とも考えています。期限ありきでいつまでにどうするというよりも、子どもたちがやりたい部活動

をできる環境整備を教育委員会とも協議しながら検討していきたいと考えています。 

 

○池永教育長 

 「持続可能な部活動」というのは 1 つの重要なポイントで、他府県では休日の部活動を廃止する

取組みを行っているところもあります。合同クラブにしても地域移行にしても、市長がおっしゃる

ように、受け皿となる団体があるかという点が一番の問題ですので、いろんな団体にご協力いただ

けるような体制が組めるかというのが検討のスタートラインだと思います。 

 

○山本市長 

他にご意見等はございませんか。 

それでは、案件１は以上とします。 

 

案件２ 生涯学習分野の重点取組について 

○山本市長 

 それでは、本日の案件２「生涯学習分野の重点取組について」を議題といたします。 

 

 生涯学習分野は、令和７年度から地域振興部として市長部局に移行しましたが、社会教育の政治

的中立性、継続性、安定性を確保するため、生涯学習分野の重点取組に関して教育委員会への報告及

び意見交換を行いたいと考えております。 

 市長部局 地域振興部より説明いたします。 

 

○地域振興部 

地域振興部長から説明（資料なし） 

✓ いきいきランドメインアリーナ天井、空調、グラウンド、照明の LED 化改修工事については、令

和 8年度前半の完了を目指して進めている。 

✓ グラウンドの LED化照明については、令和 7年度中の完了を見込んでいる。 

✓ 星の里いわふね駐車場は、現在約 130 台が駐車可能だが、行楽シーズンやイベント時等のピーク

時には混雑が見受けられるため、私市小学校前の未利用地を活用し、約 110 台の駐車場整備を目

指している。しかし、事業費の増大もあり、その縮減を図るために、現在は事業内容の精査検討を

実施している。 
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✓ 武道館の避難所指定に伴うトイレや空調、玄関のバリアフリー化といった武道館の改修工事と、

青年の家の防災機能の強化を図るための工事の二つを並行して進めている。防災機能の強化とし

ては、武道館前の相撲場と池を除却し、跡地に備蓄倉庫、東屋、かまどベンチ、芝生広場を整備す

る。青年の家と JA の間の敷地内通路は、災害時に大型車両が通行できるよう、10m の拡幅と中圧

ガス管を引く予定である。 

✓ 生産緑地の買取申出に基づく私部城址の土地購入については、本郭の一部と堀の一部にあたり、

貴重な歴史文化財を守る観点から、その用地について取得する方針である。当該土地は約 4,000㎡

あり、取得後は試掘調査を行い、防災公園として整備する。 

✓ 本年 9 月からみらい学園以外の小中学生を対象にいきいきランドのプール無料チケットを学校を

通じて配布している。新年度も継続していきたい。 

✓ 次年度には、青年の家トイレ・屋上防水改修設計、星の里いわふねのシャワーブースの増設と音

響設備の設計、一中跡地活用のための整備を進めていく。 

 

○山本市長 

 私から補足で説明しますと、生涯学習施設も老朽化しており修繕が必要な状態ですが、予算にも

限りがあるので、できるだけ防災目的で整備することで、国の補助金を取りにいきたいと考えてい

ます。特にいきいきランドは修繕すべきところが多く、このまま修繕を続けていっても 3～4年はか

かる見込みです。星の里いわふねの駐車場は、以前から駐車台数の不足が指摘されており、借地でも

あるのでその解消も含めて検討していますが、反対意見を議会の一部から出されているので、来年

度の当初予算には計上せずに市長選挙後に選ばれた市長が判断すべきだと考えています。 

 また、寺作業所跡地で整備を検討していたテニスコートについては、第一中学校跡地で整備する

予定です。 

 

○秋山委員 

 防災対策は真摯に捉えていかなければならないものなので、市長の方向性はとても正しいものだ

と思います。一中跡地にルクセンブルクパビリオンが移設されるとも聞いていますが、今後の活用

見込みなどを教えてください。 

 

○山本市長 

 ルクセンブルクパビリオンは大小のボックスが 13 個連なった仮設建物ですが、そのうち大きい 4

つのボックス（計 430 ㎡ほど）を受け取る予定で、本市は全国で唯一海外パビリオンを活用できる

自治体です。活用方針としては、青年の家の子育て支援センターは老朽化しているので、その機能を

移すとともに、屋内遊技場として、子どもたちの年齢で区切って使えたらと考えています。詳細は今

後基本計画の策定の中で決めていく予定です。 
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○般谷委員 

 私部城址は、交野市のランドマークになり得るものだと思っています。今回の生産緑地買取 

による試掘で、歴史的な埋蔵物が発見されるかもしれないと思っていますが、その場合、防災公園や

防災施設で展示することはできないのでしょうか。 

 

○山本市長 

 これまで、私部城址は個人所有の土地だったので、十分な調査ができていませんでした。埋蔵物に

ついては今後検討していきますが、現在の歴史民俗資料館は倉治図書館と一体的に避難所として整

備することを検討しており、歴史民俗資料館は別途防災公園上に建てることを検討しています。 

 

案件３ その他 

○山本市長 

 次に、その他の案件として、教育委員会で新たに策定される計画について、教育委員会から報告が

ある旨を聞いておりますので、教育委員会事務局から説明をお願いします。 

 

○教育総務部 

「資料２ 業務量管理・健康確保措置実施計画」に基づき、教育指導部長から説明 

 

○中山委員 

 教員の在校時間が長い問題については、個人の資質によるところもあると思われますので、時間

だけで区切るのは難しいのではないかと思います。ですので、教員の指導力や能力の向上にも力を

入れていただきたいと思います。 

 

○髙㟢部長 

 教育委員会としても支援していきたいと考えています。 

 

○秋山委員 

 教員の業務負担として、緊急の案件で保護者と連絡を取ったり、子どもの対応で残る場合も多い

と思いますので、スクールカウンセラーやスクールロイヤー等の専門人材をうまく活用できたらい

いなと思います。 

 

○山本市長 

 今年度から、教員が利用できる相談窓口も設置しています。 
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それでは、これをもちまして、本日の案件は全て終了いたしました。 

 本日、皆さんからいただいたご意見・ご要望を踏まえて、財務部門とも協議して次年度予算を組ん

でいきたいと考えております。本市におきましても、ようやく小中学校全学年の給食費無償化が１

月から開始することができまして、来年度には小中学校の体育館エアコン設置が完了します。また、

中学校のトイレ大規模改修と LED 化も完了する予定ですが、老朽化対策としてはまだまだだとおも

っております。今後も職員採用も含め、教員の負担や財政状況等を勘案しながら、予算執行について

検討していきたいと思います。 

 

それでは、これで本日の総合教育会議を終了します。 

皆さま、どうもありがとうございました。 

以上 

 

本議事録は発言の要点をまとめているものであり、発言全てを記載したものではありません。 


